
第５回刈谷市特別支援教育

実践研究協議会
（二次案内）

新しい時代に対応した特別支援教育の在り方
～ともに進みともに学ぶ～つながりの中で広げる特別支援教育～

内 容： ■記念講演
「インクルーシブ教育システムにおける交流及び共同学習

～共生社会の担い手を育むために～」

講師：齊藤 由美子 氏
帝京平成大学 人文社会学部 児童学科 教授

■分科会・助言者によるショートレクチャー

令和５年８月７日（月）

会 場：刈谷市産業振興センター
定 員：200名
参加費：無料
対 象：幼稚園・幼児園・保育園関係者、

小学校・中学校・高等学校・特別支援学校・大学・短期大学等の教職員

分科会 研究テーマ等 助言者

第１
分科会

「保育園におけるインクルーシブ保育を考える」
・児童発達支援センター刈谷市立しげはら園
・刈谷市立さくら保育園

愛知教育大学 教育学部
幼児教育講座
講師 櫻井貴大 氏

第２
分科会

「外部機関との連携による特別支援学級の実践」
・刈谷市立富士松南小学校
・刈谷市立刈谷南中学校

愛知教育大学 教育学部
特別支援教育講座
教授 𠮷岡恒生 氏

第３
分科会

「社会状況の変化に対応した特別支援教育の推進～ICT
環境を生かした学びの深まりとひろがりを考える～」
・刈谷市立刈谷特別支援学校

日本福祉大学 健康科学部
福祉工学科
教授 渡辺崇史 氏

刈谷市特別支援教育実践研究協議会は、地域の幼稚園や幼児園、保育園関係者、小学校、中

学校関係者、特別支援学校関係者相互の交流を通じ、特別な支援を必要とする子どもたちの学

びについて、共有し学び合う場です。

ぜひ多くの皆様にご参加いただき、刈谷市の特別支援教育の推進に、お力添えいただけたら

幸いです。
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主 催：刈谷市特別支援教育実践研究協議会実行委員会
後 援：愛知県教育委員会 刈谷市教育委員会

お申し込みは
こちら
詳細は裏面を
ご覧ください。



主 催：刈谷市特別支援教育実践研究協議会実行委員会
お問い合わせ：刈谷市特別支援教育実践研究協議会運営事務局

刈谷市立刈谷特別支援学校 担当：研究・研修推進部
〒448-0813 愛知県刈谷市小垣江町白沢36番地

電 話：０５６６－２１－７３０１
E-mail : tokushi@school.city.kariya.aichi.jp
ＵＲＬ：http://www.city.kariya.aichi.jp/school/tokushi/index.html

以下のＵＲＬまたは右のQRコードを読み取り、申し込みフォームより
お申し込みください。

https://forms.office.com/r/eeScRHeBCk
＊ 申し込みを受け付け次第、入力いただきましたアドレス宛てに

下記メールアドレスより受付案内メールをお送りします。
tokushi@school.city.kariya.aichi.jp

実践研究協議会
申し込みフォーム

お申し込み

期間：令和５年６月９日（金）～ 令和５年７月２１日（金）

１ お申し込みの際に入力いただきました情報は、本協議会の事務以外には使用いたしません。
２ 参加定員は200名です。申し込みの受付は先着順とし、定員になり次第締め切らせていただきます。
３ 分科会会場には定員があります。そのため、参加分科会について、こちらで調整させていただく場合

がありますので、ご了承ください。
４ お申込み後、1週間を過ぎても申込受付メールが届かない場合は、お手数ですが本案内下部記載の事

務局担当までお問い合わせください。

【第１分科会】
保育園におけるインクルーシブ保育を考える

前半は、児童発達支援センター刈谷市立しげはら園が、しげはら園から見た、地域の特別な支援を必要とす
る子どもたちを支える横の連携についての報告をします。それを基に、お互いの地域や就学後のつながりにつ
いて意見交換をしながら、これからの支援の在り方を協議します。
後半は、刈谷市立さくら保育園における実践事例を通じ、参加者それぞれの現場での取組を共有しながら、

インクルーシブな保育の在り方について意見交換をします。

【第２分科会】
外部機関との連携による特別支援学級の実践

前半は、地域の特別支援学校と連携しながら、個別の指導計画作成のプロセスを実践した小学校の事例を報
告をします。協議を通じて困り感を共有しながら、外部機関と連携して現場の課題に臨む、実践の在り方を考
えます。
後半は、興味のある内容には主体的かつ深く学習に取り組めるが、目的がはっきりしない場面では感情のコ

ントロールが難しい生徒の事例を基に、生徒自身がより深く学び、その子らしく学習する環境を、学校として
どのように確保していけるかを一緒に考えます。

【第３分科会】
社会状況の変化に対応した特別支援教育の推進

～ＩＣＴ環境を生かした学びの深まりとひろがりを考える～

刈谷特別支援学校は、ＧＩＧＡスクール構想に伴うＩＣＴ環境の整備を受け、個に応じた指導（深める）と、
学びの場の拡張（ひろげる）という２つの視点で、特別支援学校におけるＩＣＴ環境を活用した実践を行いま
した。本分科会の問いは２つ、①「個に合わせたＩＣＴ環境のために基盤となる力は何か？」②「今あるＩＣ
Ｔ環境で作る新しい連携の在り方は？」です。４つの事例を基に協議します。

分科会概要

刈谷市マスコットキャラクター

かつなりくん
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